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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 9月 28日 (2006.9.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 周 に 複 列 の 外 側 転 走 面 が 形 成 さ れ た 外 方 部 材 と 、
　 一 端 部 に 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ を 一 体 に 有 し 、 こ の 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ か ら 軸 方 向 に 延 び る 小
径 段 部 が 形 成 さ れ た ハ ブ 輪 、
　 お よ び こ の ハ ブ 輪 の 小 径 段 部 に 圧 入 さ れ た 内 輪 と か ら な り 、 外 周 に 前 記 複 列 の 外 側 転 走
面 に 対 向 す る 複 列 の 内 側 転 走 面 が 形 成 さ れ た 内 方 部 材 と 、
　 こ の 内 方 部 材 と 前 記 外 方 部 材 の 両 転 走 面 間 に 保 持 器 を 介 し て 転 動 自 在 に 収 容 さ れ た 複 列
の 転 動 体 と を 備 え 、
　 前 記 小 径 段 部 の 端 部 を 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ て 形 成 し た 加 締 部 に よ り 前 記 内 輪 が 軸
方 向 に 固 定 さ れ た 車 輪 用 軸 受 装 置 に お い て 、
　 前 記 塑 性 変 形 前 後 の 前 記 内 輪 の 外 径 が 測 定 さ れ 、 こ の 内 輪 外 径 の 膨 張 量 を 以 っ て 、 予 め
求 め ら れ た 関 係 に 基 き 当 該 内 輪 に 発 生 す る フ ー プ 応 力 が 管 理 さ れ 、 こ の フ ー プ 応 力 が 所 定
値 以 下 に 規 制 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 塑 性 変 形 に よ る 前 記 内 輪 外 径 の 膨 張 量 と 前 記 内 輪 に 発 生 す る フ ー プ 応 力 と の 関 係 が
所 定 の 一 次 関 数 か ら な る 比 例 関 係 に 設 定 さ れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ハ ブ 輪 が 、 炭 素 ０ ． ４ ０ ～ ０ ． ８ ０ 重 量 ％ を 含 む 中 炭 素 鋼 か ら な り 、 前 記 内 側 転 走
面 か ら 前 記 小 径 段 部 に 亙 り 高 周 波 焼 入 れ に よ っ て 表 面 硬 さ を ５ ８ ～ ６ ４ Ｈ Ｒ Ｃ の 範 囲 に 硬
化 処 理 さ れ 、 前 記 加 締 部 が 鍛 造 後 の 素 材 表 面 硬 さ ２ ５ Ｈ Ｒ Ｃ 以 下 の 未 焼 入 れ 部 と さ れ る と
共 に 、 前 記 内 輪 が 高 炭 素 ク ロ ム 軸 受 鋼 か ら な り 、 ズ ブ 焼 入 れ に よ り 芯 部 ま で ５ ８ ～ ６ ４ Ｈ



Ｒ Ｃ の 範 囲 で 硬 化 処 理 さ れ て い る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 内 輪 外 径 の イ ン ボ ー ド 側 に 小 径 の 段 付 部 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 乃 至 ３ い ず れ か
に 記 載 の 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 加 締 前 の 小 径 段 部 の 端 部 に 、 そ の 外 周 の う ち 前 記 内 輪 の イ ン ボ ー ド 側 に 相 当 す る 部
位 に 環 状 の 凹 所 が 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ 乃 至 ４ い ず れ か に 記 載 の 車 輪 用 軸 受 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 発 明 の 名 称
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 発 明 の 名 称 】 車 輪 用 軸 受 装 置 お よ び そ の 製 造 方 法
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 車 等 の 車 輪 を 懸 架 装 置 に 対 し て 回 転 自 在 に 支 承 す る 車 輪 用 軸 受 装 置

、 特 に 、 ハ ブ 輪 に 加 締 固 定 さ れ る 内 輪 の 耐 久 性 向 上 を 図 っ た 車 輪 用 軸 受 装
置 に 関 す る も の で あ る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 従 来 の 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 加 締 工 程 に お い て 内 輪 に 発
生 す る フ ー プ 応 力 が 一 定 値 以 下 に 規 制 さ れ 、 内 輪 の 耐 久 性 と 信 頼 性 を 向 上 さ せ た 車 輪 用 軸
受 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
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　 内 周 に 複 列 の 外 側 転 走 面 が 形 成 さ れ た 外 方 部 材 と 、
　 一 端 部 に 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ を 一 体 に 有 し 、 こ の 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ か ら 軸 方 向 に 延 び る 小
径 段 部 が 形 成 さ れ た ハ ブ 輪 、
　 お よ び こ の ハ ブ 輪 の 小 径 段 部 に 圧 入 さ れ た 内 輪 と か ら な り 、 外 周 に 前 記 複 列 の 外 側 転 走
面 に 対 向 す る 複 列 の 内 側 転 走 面 が 形 成 さ れ た 内 方 部 材 と 、
　 こ の 内 方 部 材 と 前 記 外 方 部 材 の 両 転 走 面 間 に 保 持 器 を 介 し て 転 動 自 在 に 収 容 さ れ た 複 列
の 転 動 体 と を 備 え 、
　 前 記 小 径 段 部 の 端 部 を 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ て 形 成 し た 加 締 部 に よ り 前 記 内 輪 が 軸
方 向 に 固 定 さ れ た 車 輪 用 軸 受 装 置 の 製 造 方 法 に お い て 、
　 予 め 前 記 小 径 段 部 の 端 部 を 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ た 時 に 前 記 内 輪 に 発 生 す る フ ー プ
応 力 と 前 記 内 輪 の 外 径 膨 張 量 と の 関 係 を 求 め 、 前 記 フ ー プ 応 力 が 所 定 値 以 下 に な る 前 記 内
輪 の 外 径 膨 張 量 が 設 定 さ れ る と 共 に 、 前 記 内 輪 単 体 の 外 径 ま た は 前 記 小 径 段 部 に 圧 入 さ れ
た 後 の 前 記 内 輪 の 外 径 が 測 定 さ れ 、 そ の 後 、 前 記 小 径 段 部 の 端 部 を 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形
さ せ な が ら 前 記 内 輪 の 外 径 が 測 定 さ れ 、 当 該 内 輪 の 膨 張 量 が 設 定 さ れ た 値 に 達 し た 時 に 前
記 塑 性 加 工 が 停 止 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 車 輪 用 軸 受 装 置 の 製 造 方 法 。
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 係 る 目 的 を 達 成 す べ く 、 本 発 明 の う ち 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 内 周 に 複 列 の 外 側 転 走
面 が 形 成 さ れ た 外 方 部 材 と 、 一 端 部 に 車 輪 取 付 フ ラ ン ジ を 一 体 に 有 し 、 こ の 車 輪 取 付 フ ラ
ン ジ か ら 軸 方 向 に 延 び る 小 径 段 部 が 形 成 さ れ た ハ ブ 輪 、 お よ び こ の ハ ブ 輪 の 小 径 段 部 に 圧
入 さ れ た 内 輪 と か ら な り 、 外 周 に 前 記 複 列 の 外 側 転 走 面 に 対 向 す る 複 列 の 内 側 転 走 面 が 形
成 さ れ た 内 方 部 材 と 、 こ の 内 方 部 材 と 前 記 外 方 部 材 の 両 転 走 面 間 に 保 持 器 を 介 し て 転 動 自
在 に 収 容 さ れ た 複 列 の 転 動 体 と を 備 え 、 前 記 小 径 段 部 の 端 部 を 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ
て 形 成 し た 加 締 部 に よ り 前 記 内 輪 が 軸 方 向 に 固 定 さ れ た 車 輪 用 軸 受 装 置 に お い て 、 前 記 塑
性 変 形 前 後 の 前 記 内 輪 の 外 径 が 測 定 さ れ 、 こ の 内 輪 外 径 の 膨 張 量 を 以 っ て 、 予 め 求 め ら れ
た 関 係 に 基 き 当 該 内 輪 に 発 生 す る フ ー プ 応 力 が 管 理 さ れ 、 こ の フ ー プ 応 力 が 所 定 値 以 下 に
規 制 さ れ て い る 構 成
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と 共 に 、 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 発 明 と し て 、 予 め 前 記 小 径 段 部 の 端 部
を 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ た 時 に 前 記 内 輪 に 発 生 す る フ ー プ 応 力 と 前 記 内 輪 の 外 径 膨 張
量 と の 関 係 を 求 め 、 前 記 フ ー プ 応 力 が 所 定 値 以 下 に な る 前 記 内 輪 の 外 径 膨 張 量 が 設 定 さ れ
る と 共 に 、 前 記 内 輪 単 体 の 外 径 ま た は 前 記 小 径 段 部 に 圧 入 さ れ た 後 の 前 記 内 輪 の 外 径 が 測
定 さ れ 、 そ の 後 、 前 記 小 径 段 部 の 端 部 を 径 方 向 外 方 に 塑 性 変 形 さ せ な が ら 前 記 内 輪 の 外 径
が 測 定 さ れ 、 当 該 内 輪 の 膨 張 量 が 設 定 さ れ た 値 に 達 し た 時 に 前 記 塑 性 加 工 が 停 止 さ れ る よ
う に す る 方 法 を 採 用 し た 。
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